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先入先出法に よ る累加 法の 検討
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†

〈論文要 旨〉

　工 程別 総合原価計算の 累加法 にお い て 先入先出法 （FIFO ）を適用す る場合 ， 製造現場にお け

る原価管理活動 をミ ス リ
ー

ドす る可能性が ある．なぜ な ら，FIFO に よ る 累加 法は，期首仕掛

品 か ら先に完成す る こ とを仮定 し た計 算方法 で あ る に もかかわ らず ， 前工 程 の 期 首仕掛 品原価

が後工程 の 期末仕掛品原価 に影響を及 ぼす計算構造にな っ て い るた めで ある．

　本稿で は ，FIFO に よ る 累加法 の 計算構造を モ デ ル 化 する こ と に よ り，前工 程の 期首仕掛品

原価 が後 工 程 の 期末仕掛品原価の 計算に及 ぼす影 響度fσ→ J）
を求 め る．そ の 上 で ，FIFO によ る

累加法に 内在す る 特性 と問題 点 を明 らか に す る とと もに ，各 工 程 の 原価 管理活動 や様 々 な経営

意思決定を ミス リ
ー

ドす る可能性 につ い て 検討す る．

　検討 の 結果 ， 各現場担 当者 の 物量感覚 との 間に 乖離が生 じ る
一

因で ある影響度fU
→刀

を測定 し，

各工 程の管理者間で情報共有す る こ とが重要で ある こ と を示 し て い る．
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　　　　　The 　Nature　of 　the　Cumulative　Method 　with 　FIFO

　　　　　　　　　 in　a　Process　Cost　Accounting　System

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroto　Kataoka旁　Hirohisa　Hirai
†

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　Abstract

　 Applying　the　first・in　first−out 　method （FIFO）to　the　cumulative 　method 　in　a　process　cost 　accounting

system 　is　likely　to　mislead 　cost 　management 　activities．　This　is　because　the　beginning　work −in・process
cost　of　the　previous・process　has　an 　impact　on 　the　 end 血g　work −in−process　 cost 　of 　post−processes，

despite　the　fact　that　in　the　cumulative 　method 　with 　FIFO 　the　calculation 　method 　assumes 　that　tbe

beginning　work ・in−process　will　be　completed 　first．　In　this　paper，　by　mode 】ing　the　calculation 　structure

ofthe 　cumulative 　method 　with 　FIFO
，　we 　fnd 　out 　the　degree　ofi 皿 paGt　ofthe 　beginning　work −in−process

cost　ill　the　previous　process　on 　the　ending 　work 『in−process　cost 　in 血e　post・processes， プ
（ノ→ノ）．

Furthermore，　we 　clarifンthe　problems　inherent　in　the　cumulative 　method 　with 　FIFO
，
　and 　then　we

consider 　the　possibility　ofmisleading 　cost 　management 　activities ，　Our　finding　is　that　it　is　important　to

measure 　the　degree　 of 　impact　on 　the　 ending 　work −in−process　 cost 　in　the　post−processes　from　the
beginning　work −in−process　cost　in　the　previous　process，　and 　to　share 　this　infbrnlation　between　managers

ofeach 　process．
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1． 問題の 所在 と本稿の 目的

　工 程別 総合原価計算 （工 程別 計算） は ，本来，正 確 な製品原 価 の 計算お よ び有効 な原価 管理

を企 図 し て 実施 され て い る ．し か し なが ら，廣本 （2008，pp．236−246）等の
一

般的なテ キ ス ト

で も説 明 され て い る累加 法 にお い て 先 入先 出法 （以下，FIFO とす る）を適 用 す る場 合，製造現

場 にお け る原価管理活 動 を ミス リ
ー

ドす る可能性 があ る．なぜな ら ， FIFO によ る累加法 は，期

首仕掛品 か ら先に完成す る こ とを仮定 した計算方法で あるに もか か わらず，前工 程 の 期首仕掛

品原価が後工 程の 期末仕 掛品原価 に影響を及 ぼす計算構造 にな っ て い るた めで ある，

　 こ の 点に つ い て ，FIFO に よる累加法が こ の よ うな計算構造を有 し て い る こ とに 言及 し て い る

文献は ，Newlove （1958）や番場 （1963）等 ご く僅か な例外 を除き，ほ とん ど見受け られない ．

例 えば番場 （1963） は ，累加 法 が正確 な計算方 法 で あ る こ とを前提 と しっ っ も，FIFO で 計算す

る趣旨を考える と 「月初仕 掛品原 価 を全 く月末仕掛 品原価 に影 響 させ な い 計算方法 の 方が ベ タ

ー
で あ る 」 （p207 ） と し て い る ．さら に ，非累加 法の 方 が 「先入先出法の 趣 旨に ヨ リよ くか な

っ て 」お り ，
「累加 法で は こ の よ うな純粋 の先入先出計算は行 い え な い 」とも述 べ て い る （p．209）．

しか し なが ら，番場 （1963） も含 め ，い ずれ の 先行研究 に お い て も，前 工 程期首仕掛品原価が

後 工 程期 末仕掛 品原価 の 計 算 に及 ぼす 影響 の 程度 （度合 い ） に つ い て は言 及 され て い な い ．

　本来，FIFO の 仮定 の 下 で は ，例 えば第 3 工程で 加 工 に 着手する ロ ッ トの 順番は ，  第 3 工程

期首仕掛 品 ，   第 2 工 程期首仕掛完成分 ，   第 1 工 程期首仕掛 完成 分 ，   第 1工 程 当期着手完

成分 となる．こ の 順序が適切 に守られ て い る こ と が番場 （1963） の い う本来 の 「先入 先出法 の

趣 旨」　（p．209） とな る ．そ れ に対 して ，修 正 FIFO は 各 工 程完成 品 の 内訳 を区分 しな い 方法 で

あ るた め，FIFO の 趣 旨や 生産活 動 の 実態 とは無関係 に，つ ま り前述 の   〜  の 順序が計算上順

守され る こ となく，前工 程 にお ける期首仕掛品原価が後工 程 の期末仕掛品原価に ま で影響 し て

しま うこ と に なる．一
方，平均法で は，加重平均化に よ っ て ，前工 程期首仕掛品原価の

一
部が

後工 程期末仕掛品原価 に混入す るこ とになる．しか も，そ の 影響は ， 逓減 しなが らも半永久的

に残 され る計算構 造 にな っ て い る．一
般 に，期 首仕掛完 成分 と当期着手完成分 の 作業能率 の 相

違 を反映 で きる とい う点で ， FIFO の 方が平均法 よ りも優れ て い る （Horngren　1972，　 p．606），

　なお，累加 法お よび非累加 法の 技術 と特徴 を初 めて 取 り上 げた の は Nicholson（19e9，
　p．341）

で あ っ た ．そ の 後 の 総合原価 計算 の 発展 は単位原 価 を い か に 正 確 に 計算す る か が 中心 で ，

Bentley（1911，　pp．246−247）が製品原価の按分に FIFO お よび平均 法 とい う計算技術 の
一

般 理論

を説明 し て か ら ， 後年 の 専門家がそ の
一

般理論を さ らに 改善す る の は困難 だ っ た と も言 わ れ て

い る （Garner　1954，　 pp．339−340）．ま た ，非累加 法は さ らに 「通常の 非累加 法 」 と 「改訂非 累

加 法 」 とに 区分で き る が 1，後者は 累加 法 と同 じ く正 し い 計算結果 を得 られ るよ うに 工 夫され た

方 法 で あ り，実質的 には累加 法 な い し改訂 非累加法 が望ま しい と されて い る （番場 1959他）2．

なお ， 現 代 の 実務 統計 に お い て は ，
37．42％ の 企業が 累加 法を，17．42％ が非累加 法 を，31．61％ が

予 定原価ない し標準原価で の 振替を実施 し て お り， 13．55％ が 工 程別計算を不 採用 で ある と報告

され て い る 3．現代 に お い て も過 半数 の 企業が 工程別 計算を実施 し て い る こ と に なる．

　以上 を受け て ，本稿で は ，累加法で FIFO を採用 した場合の 計算構造 をモ デ ル 化す る こ とに

よ り， 前工 程 の 期 首仕掛 品原価が 後工程 の期末仕掛 品原価 の 計算 に 及 ぼす影 響度を求める
4．そ

の 上 で ，FIFO に よ る 累加 法 に 内在す る特性 と問題 点 を明 らかにす る とともに，各工程 の 原価管

理 活動や様 々 な経 営意思 決定を ミス リ
ードする 可能性に つ い て 検討する．
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2． モ デル の 設計 ・ 構築

　本節で は，累加 法 （な い し改訂非累加法 ）で FIFO を採用 した場合 の 計算構造 をモ デル 化 し，

前工 程 の 期首仕掛 品原価 が 後 工 程 の 期 末仕掛 品原 価 の 計算 に 及 ぼす影響度 を求 め る ．

2．L モ デル 設計 と問題 状況の 設定

　本稿にお い て，分析的モ デル （
一

般式）を用い て 累加 法の 下で FIFO を適用 し た場合の 計算

構 造 を示す に あた り，モ デ ル を単純化す るた めに次 の よ うな問題 状況 を設 定す る 5
：

　 （ア）製品 の 製造には連続す る 3 っ の 工程 （j＝1，2，3）を要す る もの と し ， 原材料 （i＝1）

　　　 は第 1 工 程 の 始点で 投入 され J 第 2 工 程お よび第 3 工 程で は加 工 の み を行 う，

　 （イ）資源 の 種類 は ， 原材料 （i ； 1），第 1工 程加工 費 （i≡2），第 2 工 程前工程費 （i＝3），

　　　 第 2 工 程加 工 費 （i ； 4） ， 第 3 工程前工 程費 （i＝ 5） ，お よび第 3 工 程加工 費 （i＝ 6）

　　　 とする ，

　 （ウ）各工 程完成品は ， すべ て 同原価計算期間中に次の 工 程で 加工 に着手す るもの とする．

　（エ ）工 程完成品 と期末仕掛品 へ の 原価配分は FIFO に よ る （ただ し，　qGj≧ 9Bp ．

　 （オ）記 号法 の 定義 ：

第 」工 程 の 原 価 要 素 i に関 す る 数 量 原 価 加 工 進 捗 度

期 首 仕 掛品 ρ8
・ CBi・ θB‘

・

期 中投 入 分 9π G‘
・ 團

工 程 完 成 品 eθ
・ cα

・ θα
・＝1

期末仕 掛品 GE・ CE‘
・ θE 亘

・

　た だ し，進捗度 θは 0 ≦ θ ≦ 1で ある．ま た ，原材料は 第 1 工 程 の 始点で 投入 され る

た め ，θBll
≡θE11

＝1となる．第 2 工 程お よび第 3 工 程に お い て 前工 程費は 常に 進 捗度

が 100％ とな る の で ，θB32
＝θE32

＝ 　eB53　＝ 　eE53 ＝ 1カミ成 り立 つ ，

2．2． 工程別 の 完成品原価お よび期末仕掛品原価

　累加 法で FIFO を適用 す る場合 ， 第 1工程 の原材料費 （i；1；1≡1）の 完成品原価 ， お よび第

1 工 程の 加 工 費 （i＝ 2；　j＝ 1） の 完成 品原価 は，次式 の よ うに表わす こ とが で き る．

　　　　　　　　 CI11（（｝c1 　
一

（〜Bl θBll ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CJII（（？σ t
− qB1）

　 C6t1＝ CBI1＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝ 　CBI1＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔1）
　　　　　　　 （QGZ− QBIθBlt ）＋ QEIeE11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （qG1− GBI）＋ QEl

　　　　　　　　 Cl21（QG1　一　qBlθB21 ）
　 CG21＝CB21十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔2）
　　　　　　　 （qG1− qBlθB21 ）＋ qElθEZ1

　こ の （1）式 と（2）式 の 和 が第 1工程 完成品原価にな る，同様 に ， 第 1工程 の 原材料費（i＝ 1；j＝1）

の 期末仕掛品原価，お よ び 第 1 工 程の 加 工 費 （i＝ 2；j・ ’ 1） の 期末仕 掛品 原価は，次 の よ うに

表 わ され る ．

　　 　　 　　 　 ClltQE1θEn 　　　　　　　 Cfl1（qEl
CE・・

＝
（q。、

− q，、
θB、、）＋ q。、

θ
。、、

＝
（q、、

− Q。、）＋ q。1　　　　　　　　　 （3）

　　 　　 　　 　 C｝21 （〜E1 θE21

　 CE21＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （4）
　　　　 （QG1− （〜Bl θB21 ）＋ QEIθEZ1
　工程別 計算で は，工程別に 独立 の 期間生産量 ご との 計算を行 うの で ，第 2 工 程 と第 3 工 程に

つ い て も第 且工 程 と同様 の 計算がな され る．し たが っ て ， 第 2 工 程 に お け る 前工 程費 （i＝ 3；j＝ 2）
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の 完成 品原価，お よび 第 2 工 程 の 加 工 費 （i＝4；1＝2） の 完成品原価 は，次式 の よ うに表 わす

こ とが で きる．

　　　　　　　　 ご，3z（qGZ− qB2θB32）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cl32（（2σz　
一

　qez）
　 C

σ32
＝

　Ce32＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ＝ CB3z 十

　　　　　　　（QG2　一　qB2θB32 ）＋ QE2θE32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（qσ厂 qB2）＋ qE2

　　　　　　　　 ご
，42 （qa2− qB2θB42 ）

　 c“ 2　
＝　CB42＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （6）

　　　　　　　（q，厂 qB2θB42 ）＋ qE2θE42

　第 1工 程 と同 じく（5）式 と（6）式 の 和が第 2 工 程完成品原価 とな る．同様 に，第 2 工 程にお ける

前 工 程費 （i＝3；j；2）の期末仕掛品原価，お よび 第 2 工 程加工 費 （i・　 4；j＝2）の 期末仕掛品

原価 は，次 の よ うに表 わ され る．

　　　　　　　 CI32QE2θE32 　　　　　　 CJ32QB2
C

…
＝

（Q。、

．q。，
θ

。，、）． q。，
θ、32

＝
（Q、、

− e。、）＋ Q。2 　 　 　 　 　 　 （7）

　　　　　　　 ご
∫4zQEZ θE4z

　 CE42＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　　　　（G62− 9B2θB42 ）＋ qE2θE42

　こ こ で ， （5）式 お よび（7）式 に あ る第 2 工 程の 当期着手前 工 程費 CI32は ， 第 1 工 程完成品原価

（C611＋ CaZl） で あ る ．し た が っ て ，（7）式 は 次の よ うに 展 開する こ と が で き る ．

CE32 − （
　　　　　　Cl11（qGl− （〜B1 ）
CBII十
　　　　　（QGI− （？B1 ）十 qEl）（伽 一ll≡）． QE2

　　　　　　　・（
　　　　　　　　Cl2、〔QGt　一　QBtθe2 、）
C

β 21 十
　　　　　　（qGl　一　qBユθB21）＋ qE1θEZ1）、qG2．1簧、． qE2 　 　 …

　第 3工 程 に お い て も，前工 程費 （i＝5；1＝3）の 完成品原価，お よび第 3 工 程加 工 費 （i＝6；1＝3）

の 完成品原価は ，次式 の よ うに表 わす こ とが で き る．

　　　　　　　　 Cl53（qG3　一　qB3θB53）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 CI53（Ga3− （〜E3）
　 Cas3＝　CBs3 ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝ CBS3 十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （10）
　　　　　　　（QG3− 9B3θB53）＋ QE3θE53　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9G3　一　qB3）＋ QE3

　　　　　　　　 Cl63（qG3　一　QB3θe63 ）
　 c

σ63　＝ 　CB63 ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （11）
　　　　　　　（Qσ 3

− qB3θB63 ）＋ qE3eE63

　第 1 工 程お よび第 2 工 程 と同 じ く（10）式 と（11）式 の 和が第 3 工 程完成品原価 に なる，同様に ，

第 3 工 程 の 前工 程 費 （i＝5；1＝3）の 期末仕掛 品原価，お よび第 3 工 程加 工 費 （i＝6；1＝3）の

期末仕掛 品原 価は
， 次 の よ うに表 わ され る．

　　　　　　　 C153QE3θES3 　　　　　　　　　　　　　　　Cls3qB3
C・・3

＝
（G。，

．q。、θ。，3）． qE、θ。53
＝

（Q、，
．q。、）． qE3　 　 　 　 　 　 （12）

　 　　 　 　 　 　 Clfi3QE3θE63

　 CE63≡　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 （13）
　　　　（QG3− QB3θB63）＋ qE3θE63

　こ こ で ，（12）式にお け る第 3 工程 の 当期着手前 工程 費Cls3は第 2 工程完成 品原 価 （CG32＋ Cσ42 ）

で あ る か ら，（12）式 を次 の よ うに 展 開す る こ とが で き る ．

CE53 − （CB32・（c・…
（雛 垢鴇）（，舞 詈転

　　　　　　　・ （
　　　　　　　　Cl2t〔QG，　一　q．、θB2 、）
CB21十

　　　　　　（qCl− qB1θB21）十 qE1θE21）、誰瑟8  ）・

，qG3−lli、＋、qE3

　　　　　　　・ （
　　　　　　　　　CI4z〔Gσ厂 qB2θB42 ）
CB42十

　　　　　　（qG2− qB2θB42 ）＋ qE2θE42）・

，QG3．S／3，、． qE3 　 ・・4・

　（9）式 お よ び （14）式 にお ける後工 程の 期末仕掛品原価の 計算式 に は，そ の 構成 要素に 前 工 程の
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期首仕掛品原 価が 含まれ て い る，つ ま り，先行研 究で も指摘 されて い る通 り，前工程の 期首仕

掛品原価 が 後工 程期末仕 掛品原 価の 計算に影響を及ぼす こ とが 改め て 明 らか に な っ た ．

　こ こ ま で の 累加 法 に よる計算 の 過程 と結果 は，図表 1 の よ うに ワ ー
ク シー

トで提示 す る こ と

が で き る．次節 にお け る数値例で は ，図表 1の ワーク シ ー トに 具体的 な数値 を組み 込 ん で 計算

する．

　　　　　　　　　　　　　　 図 1 ．、加 法の ワークシー ト

　　 　　 　　　 　　 　　 第 1工 程原 材料費 ｛i≡1；j≡1）　　　　　　 第 1工 程加工 費 （1＝2；F1 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 数量　　　 　　　 　　金 額　　　 　　　 　　数 量 　　　 　　　 　　金 額

　　　　 当月 着 手 　　　　　　　qlll　　　　　　　 C，11　　　　　　　 Qmi　　　　　　　 Ci2t

　　 第 1 工 程 期 末 仕 掛 品　＿＿＿1laeE” ＿＿＿＿　＿＿＿1CEIL＿＿＿　＿＿＿」2留L1etEZI＿＿＿＿　＿＿＿Ω湿⊥＿＿＿
　　　　 差 　 引 　 　 qGl− qBlθBlt 　 CII一 CEII　 qa1− qB1θB21 　 　CIZ1− CE21

　　 第 1 工 程期首仕掛品　＿＿＿」抛 ⊥L＿＿＿　＿＿＿2Ca“＿＿＿＿　＿＿＿9血 L ＿＿＿　＿＿＿−uCBZI＿＿＿＿

　　　　　計　 　 一一 」 ＿＿ ⊥ 　　 　 ρ　　 　 ⊥

　　　　　　　　　 第 2工 程 前 工 程 費 （i ＝ 3；j＝ 2）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 数量　 　　 　　 　 　 金額

　　 当月 着 手 　　　　　　　（〜132　　　　　　　 c132
第 2 工 程期末仕掛品 ＿＿＿2EzeE32」＿＿＿　＿＿＿⊆血 ＿＿＿
　　差 引 　 qa2− qB2θB32 　 Cl32− CE32
第 2 工 程 期 首 仕 掛 品　＿＿＿g血 ＿＿　＿＿＝

Cdi3z＿＿＿
　　　計　 　 ＿＿ ぬ 一 ＿＿ ＿＿舳 ＿＿

一
　 　 　 数 量　 　 　 　 　 　 　 金額

第 3 工 程前 工 程 費 （i＝5；」＝3）

　 数量 　　 　　 　 　　 金 額

　　　ql42　　　　　　　　　　　　　　　Cl42
＿＿2EzeEg2−＿ ＿ ＿＿血 ＿＿
　qa2− QB2θB42 　 　（：142

− CE42

＿」 幽 廴 ＿＿　 　 ご84z

⊥

第 3 工 程 加 工 費 〔i＝ 6；i＝ 3）

　 数 量 　　 　　 　 　　 　金 額

　 　 当 月 着手

第 3 工 程期 末仕 掛品

　 　 差 　　引

第 3 工 程期 首仕掛品

　 　 　 計

91s3

qσ3　
一

　QB3θBS3 菫輩垂
2．3． 前工 程期首仕 掛品原価の 影響度

　前 工 程の期 首仕掛品原価が後工 程の期末仕掛品原価 へ 及 ぼす影 響度 を 明 らか にす る ため に は，

前工 程 の 期 首仕掛 品原価 を説 明変数 （独立 変数） ， 後 工 程 の 期 末仕掛品原 価 を被説 明変数 （従

属変数） と し て ，各式の 導関数 を求め ればよ い ．すなわち，（9）式お よび（14）式が第 1 工 程期首

仕掛品原価 CBi
エ
お よ び 第 2 工程期首仕掛品原価 CBi2を説明変数 とす る 関数 で あ る と し，各説明変

数 に つ い て偏微分をする．そ の 結果 ， 各 々 の 第ノ工 程 の 期首仕 掛品原 価が第 ア工 程 の 期 末仕掛

品原価へ 及 ぼす影 響度 （な い し変化率）f
（戸 」）

を次 の よ うに表 す こ とが で き る （ただ し，」＜ i）．

f（1’2）一
（QG2．S／2，）． qE2　　　　　　　　　　 （・・）

f
（1− 3’　一

、誰篇咢誌・

、qG3．lll、． qE3 　 　 　 　 ・・6・

押 一

（

　　　　　qE3
Qa3　一　QB3）． qE3　　　　　　　　　　 （・7）

　（15）式は第 1 工程 の 期首仕 掛品原 価が 第 2 工 程 の 期末仕 掛品原 価に及 ぼす影 響度 を，（16）式 は

第 1工 程 の 期首仕掛品原価が第 3 工 程 の 期末仕掛品原価に及 ぼす影響度を，そ して （17）式は第 2

工 程 の 期首仕 掛 品原価 が第 3 工 程 の 期末仕掛品原価 に及 ぼす影響度 を各 々 表 し て い る，
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　例 えば，（15）式 の f（t”2〕
の 値は，第 1工程期首仕掛品原価 に対す る第 2 工程 期末仕掛品原価の

変化率で ある か ら，第 1 工 程期首仕掛品原価が 1 単位変動 し た ときの 第 2 工 程仕掛品原価 の 変

化額を表 して い る．また，（15）式 よ り，第 2 工 程で は ，当該工 程 の 期末仕掛品数量 qE2が多 い ほ

ど，第 1 工程期首仕掛品原価 か らの 影響が よ り大 き くな る こ とが明 らか に な っ た ，同様に ，（16）

式 か らは，第 2 工 程 の 期 末仕掛 品数 量 QE2が少 な く，か つ ，第 3 工程 の 期末仕 掛 品数量 QE3が多

い ほ ど，第 1 工程期首仕掛品原 価が第 3 工程期末仕掛品原 価に よ り大きな影響 を与 える こ とが

示 され た．なお ，（15）〜（17）式 の 値は，qσノ
≧ qBjで あ るた め，い ず れ も非負 で あ る．

　つ ま り， 累加 法 の 下 で FIFO を採用 す る と
， 後 工 程 に 大量 の 期末仕掛 品 が 存在 し て い る 場合

ほ ど，前工 程 の 期首仕 掛品原価か らの 影響は大き くな り，問題 は よ り大きい 形で 顕在化す る こ

とになる の で ある，

3． 数値例 に よる確認

　本稿 の 関心 は，前 工 程 の 期 首仕 掛品原 価が 後 工 程 の 期 末仕 掛品原価 に 及 ぼす影響 の 程度を知

る こ とにあ る． した が っ て ．本 節で は，数値例 を用 い て ，前 節にお い て 提 示 した分 析 モ デ ル の

妥 当性 ， 計算結果 ， お よ び 後 工 程に お け る期末仕掛品原価 に 及 ぼす影響度ブ
O→」）

を確認 す る ．

3．L 数値例の 問題状況

　製品は連続する 3 っ の 工程を経て 生 産 され る もの と し，原材料は第 1工程 の 始点で の み 投入

され ， 第 2 工 程お よび第 3 工 程で は加 工 作業 の み を行 うとい う問題状況 を設 定する．そ の 他の

生産デー
タ，各ケ

ー
ス の 原 価デー

タ，お よび計算条件は，次の 通 りで ある．

生産データ

第 1 工 程 第 2 工 程 第 3 工 程

品

料

入

　

品

品

掛

材

受

掛

成

戴
計

 

期

当

前

　

期

工

390kg　　（O．2）
2，550kg

　400kg 　　（0．4）

2，540kg

400kg 　　（05 ）

2，600kg
2

，
940kg400kg

　　（0．5）

2，940kg340kg

　　（0，6）

3，000kg900kg

　　（0．6）
2，540kg 2，600kg 2，茸00kg

ケ
ー

ス （a ） の 原 価 デー
タ （単位 ： 円）

　 　 　 　 　 　 　 　 第 1 工 程　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　第 2 ］匚程 　　　　　　　　　　第 3 ］二程

原材料費　　加 工 費　　前 工 程費　　加 工 費 　　前 工 程 費　　加 工 費

舗
・

撃
野

且87，200　　　　　　31
，
960

1，275，000　　　　1，171，280
1

，
462

，
200　　　　1

，
203

，
240

372，000　　　　　　68，800

　？　　　　 1，163，360

　？　　　　　　　　1，232，160

538，000
？

？

　 82，000976
，000

1，058 ，000

ケース （b）の 原価データ （単位 ： 円）

　　 　　 　　　 　 第 1 工 程　　　　　　　　　　　　　　第 2 工 程 　　　　　　　　　第 3 工 程

原 材 料 費 　　加 工 費　　前 工 程 費　　加 工 費　　前 工 程 費　　加 工 費

期 首 仕 掛 品

当 月 製 造 費 用

　 　 　 計

215，280　　　　　36，754
1，275，000　　　　1，亘71，2SO
l
，
490

，
280　　　　1

，
208，034

372，
000　　　　　　68，800

　 ？　　　　　　　艮
，
163

，
360

　 ？　　　　　　　 1，232，160

538，000
？

？

　 82，000976
，000

1，058 ，000
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ケース （c）の 原価データ （単位 ： 円）

　　　 　　　　　 第 1 工 程 第 2 工 程 第 3 工 程

原 材 料 費 　　加 工 費　　前 工 程費　　 加 工 費　　前 工 程費　　 加 工 費

期 首 仕 掛 品

当 月 製 造 費 用

　 　 　 計

215，280
1，275，000

　 36，7541
，171，280

483，600
　 ？

　 89，4401
，163，360

538，000
？

82，000976
，0eo

1，
490

，
2801

，
208

，
034 ワ・ 1，252，800 ？． 19058，000

計算条件

（ア ）各 工 程完成品 は，す べ て 同原価計算期間中に次 の 工 程で 加 工 に 着手する．

（イ）工 程 完成品 と期 末仕 掛品 へ の 原価配分は FIFO に よ る．

　生産デー
タは ， 議論を単純化す るた め，仕損 ・減損が生 じない 状況を想定 し て い る ．ケース

（b） の 原価データ は
， ケ

ース （a） の 原価データ の 第 1工 程期首仕掛品 原価が 15％増 に な っ た

場合の 金額 を示 し て い る．同 じくケ
ー

ス （c）の 原価デー
タは ， さ らに ケ

ー
ス （b） の 原価デー

タ の 第 2 工 程期首仕掛 品原価が 30％増 に な っ た場 合 の 金額 を示 し て い る．

3．2． 計算結果

　本 モ デ ル に お け る計算例は ，前工 程の期首仕掛品原価の 変化が 後工 程 の期末仕掛品原価に 与

え る 影響 の 程 度を測 定す る ため に用意 し た 3 っ の ケ
ー

ス に つ い て 実施 し て い る．各ケ
ー

ス 別 の

計算結果 は，図表 2〜図表 4 の ワーク シー トの 通 りで あ る，なお ，以 後の 各計算結果の 金額に

お い て ，特段 の 記述がな い 場合 には小数点以 下 を四 捨五 入 し て い る ．

2 ； ケ
ー

ス （a ） の 計　 口

原 料 費 加 工 費
第 1工 程

数 量 　　　 単価 円　　 　 金額 円 数 量 k 単価 円
　　　　　　　　 合 計 （円 ）
金 額 円

当月 投 入額 2550　　　　　　500，　　　　　　　　　　　1275p  2，662440 ．0 1，1712＆D　　　　　　　　　　2，輜 280
期 末仕 掛 品 400500 ，　　　　　　　 200陶 200　　　 440、0 B8，000　　　　　 288，000

差 引 2，150500 ．　　　 　　 1，075， 2，462440 ．0 1．0832＆D　 　　 　 2．158280
期 首仕 掛 品 3go480 ．　　　　　　　　　　且872　　　　　　　　78409 、7 31、9ω 　 　 　 　 　 　219160

完成 品 25 496，9　　　　　　　　1262200　　　　　2540439 ，1 玉，115240　 　 　 　 2β77μ 0

単価 496．93 439．07 93600

前工 程 加 工 費
第2 工程

数 量 単価 円 金 額 円 数 量 単価 円
　　　　　　　　 合 計〔円）
金 額 円

当月　 入 額 卿 936， 2377，4402 ， 440，0 1　163　60　　　　　　　　　　35鱒 ，9DO
期末仕掛品 340936 ． 318240204440 ．0 69L760　　 　　　 40民000

差 引 2200　　 936． 2ρ592002 ， 440．0 1ρ73．600　 　 　 3．132多00
期 首仕 掛 品 400 　　 　 930． 372， 1 430．0 68，800　 　　 　 　 440 £ 00

完成 品 2．600　　 935．1 2」312　 　　 2， 439．4 Z，142400　　　　　　　　　　　3，5B ，600
単価 935、OS 43933 1」74．46

前 工 程 費 加 工 費
第3工 程

数量　　　単価 円 金額 円 数量　 ）　 単価 円 金額 円
合訐（円 ）

当月投 入 額 2，6DO　　 1ρ74．5 3573，6002 ，44　　　 400、0 976，  4，549．600
期末仕 掛品 1ρ745 1237，015 4α）．0 216，000 1，453．015

差 引 1，　　 　 監，745 2、3365851 ，　　　　　400．0 760000 3096585

期首仕掛 品 400 　　 1β45、o 538，  200　　 　 410，0 82，0go 620，  0

完 成 品 2．宦00 　　 1」68， 2，874♪852 ，100　　 401， 842，〔脚 3．716，585
単価 1368 ．95 400、95 1，769，8D
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図　 3 ニ ケース 　b　の 計 　結

原 料 費 加 工 費
第 且工 程

数量 単価 円　　　 金額 円） 数量 k　　単価 円 金 額 円
合計 （円 ）

当 月投 入 額 2．5釦 500．0　 　　　　 且275，0002 ，662　　　 440．0 且」7監280 2，446280
期 末 仕 掛 品 4 500．0　 　　　　 200，DOO200 　　　 440、0 88．〔ゆo 288．000

差 引 2，且50500 ．O　 　　　　 l，075、DOO2 ，462　　 個 0．O lP83280 2，158280
期首仕掛品 3go552 ．0　　　　　　　　　　　2L52号0　　　　　　　　78　　　　　　47 匪2 36，754 252，034

完成 品 2．540508 ．　　　　　　　　　　　　　　13902 　　　　　　　　　　2ρ恥 　　　　　　　　個 藍．O 1」20，03 2，4！03且4

単 価 507．98 440．96 948．94

前 工 程 費 加 工 費
第2工 程

数量｛k 単価 円 金額 円 数 量 k 単価 円 金 額 円
合 計（円）

当月投 入額 2540949 ．9 2，4宦0β142 ，644440 ．0 Lh63β 3573．674
期 末仕 掛 品 340948 ．9 322，640204440 、0 99フω 412．400

差 引 2200949 ．9 2、097．6742 ，440440 ，0 1ρ73，600 3．16二274
期 首仕 掛 品 93qO 372． 且60430 ．o 68、  440，800

完成 品 2，600946 ． 245 ％ 742 ，600439 、4 U42．400 3，602ρ74
単価 946．03 439．3s 1385．41

前 工 程 費 加 工 費
第3工 程

数 量 k 単 価 円　　　 金 額 円） 数 量 k　　 単価 円 金額 円
合 計（円 ）

当月 投入 額 2．砌 1β呂5．4　　　　　　　　　　3．覦 ，0742 ，440　　　400、0 976ρ00 4578ρ74

期 末 仕掛 品 go1 β呂5．4　　　　　　　　　　12妬 ．87254040D ．o 216、000 1沸62，872
差 引 1，7001 β＆5．4　　　　　　　　　　2β55，2021 ，〜KP4 α）．o 760，  3．U5202

期 首 仕掛 品   1β45．0　　　　　 538，00020410 ．O 82，  620，000
完成品 2，loo1 βη．　　　　　　　　　　　　2，893202 島100401 ．0 842，    3コ35202

単 価 1，3n ．72 400．95 1．778，67

図　 4 ： ケ
ー

ス （c 　の計　 、

原料費 加 工費
第 1工 程

数 量 k 単価 円 金額（円 数量 k 単価 円 金 額 円
合計 （円〉

当月投 入 額 2，550500 ． 1275，0002 ，662440 ．0 匣」7且280　　　　　　　　2，4462 別）

期 末仕 掛 品 姻 500， 200， 200440 ．0 88，0CO 28＆，〔剛o

差引 2．玉50500 ， 1，075ρD92 ，46244D ，0 1ρ8328 2，15928D
期 首仕 掛 品 3　 　　 　 552． 2152 78471 ．2 36，754 252．034

完成 品 2♪4Q　　 508， 12 蝋）2 ＆02 ，540441 ，0 1．12qO34 2，410314

単価 507．98 440，96 94s、94

前 工程 費 加 工 費
第2工 程

数 量 k 単価 円 金額 円 数量 k 単価 円 金 額 円）
合計（円）

当月 投 入 額 254094 ＆ 2組 0β142 ，644440 、0 1，163β60 3573．674
期 末仕 掛 晶 3 94臼， 32亀 20444 α0 89，760 412400

差 引 a20094 ＆ 2、087．672 ，440440 ，0 1．073，硼 3，16】274
期 首仕 掛 品 12（四、 483．600 160559 ，0 89照 o 573，  0

完 成 品 2，硼 985L 25712742 、600447 ．3 U63ρ40 3フ34β14

単価 98s．95 447．32 1．436、27

前 工 程 費 加 工 費
第3工 程

数 量 　　 　単価 円 金 額 円 ） 数量 k 単価 円　 　　 金 額 円
合計 〔円）

当 月 投 入 額 2，600　　 L436．3 3，734丿142   400，0　　　　　　　　　976，00Q 4，710β14
期 末仕 掛 品 1．436．3 12蛤 64 540 聯 ．0　　　　　　　　　　　216   　　　　　　　　　　　1508，畠 7

差 引 1，700　 　 1．4363 2441，66 且，蜘 伽 ．0　　　　　　　　　　　760，  　　　　　　　　　　3201，衡 7

期 首仕 掛 品 400　 　 1β45．O 538騨　　　　　 2 41α0　 　　 　 　 82．0αD 620， 

完成 品 2．100　 　 1，418， 2ρ79，66　　 2，10040 】．0　 　　 　 　 呂42，0αD 3，82L667

　　　　　 単 価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，419．99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姻 ・95　　　　　　　　　　し819．桝

　図表 2〜図表 4 の 計算結果に し た が っ て
， 第 2 工 程お よ び 第 3 工 程 の 期末仕掛品原価が どの

よ うに変化 した の か を確認す る．

3．3．影響度 の 確認

　原価デ
ー

タが ケ
ー

ス （a ）か ら ケ
ー

ス （b）な い しケ
ー

ス （c） へ と変化 した 場合に つ い て ，ケ

ー
ス の 計算結果問に お け る各工程 の 期 首お よ び 期末仕掛品原価 の 変化 額を次の よ うに 定義 す
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る ：第 1工 程期首仕掛品原 価 の 変化額 を△CB
、（＝ Σ1△CBi

、）；第 2 工 程期首仕掛 品原価 の 変化額 を

△（；B2 ←Σi　ACBi2）；第 2 工 程期 末仕掛品原価 の 変化額 を△CE2（＝Σ‘△CEi2）；第 3 工 程期末 仕掛 品原

価 の 変化額 を△CE3（” 　£ i△CEi3）とする ．

3．3．1． ケ
ー

ス （a ）か らケ
ー

ス （b） へ 変化 し た場合

　図表 2 お よび図表 3 に お ける計算結果よ り ， 各 工 程 の 期 首お よび期末仕掛品原価 の ケ
ース 間

にお ける変化額を次 の よ うに計算 で き る．

△Cei＝252，034 − 219，160 ；32，874

△CE2＝ 412
，
400 − 408

，000 ＝ 4
，
400

（18）

（19）

　 △（7E3＝ 1
、
462

，
872 − 1，453，615 ＝9β56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）

　こ こ で ， （19）式 にお ける第 2 工 程 期末仕掛品原価 の 差分△CE2は，第 1 工 程期首仕掛品原価の

差分 △CB1とそ の 第 2 工 程期末仕掛品原 価へ の 影響度f
〔1→ z）

と の 積 で 計算 され る 。同様 に，（20）

式に お ける第 3 工 程期末仕掛品原価の 差分△CE3は ， 第 1 工 程期首仕掛品原価 の 差分△CB
、
とそ の

第 3 工 程期末仕掛品原価 へ の 影響度f（1→ 3）
との 積で 計算され る．そ の 結果，（18）式 と（19）式 の 関

係，お よび（18）式と（20）式 の 関係を各 々 次の 通 りに 検算で きる （小 数点以 下も表示 し て い る ）．

・C・・
　＝ ・C… f（

1” 2’
　・・2・874 ・

、2，、。。鍔。、＋ 34。

・ ・4・・・・… …
　 　 （21）

・C
・・

　 一 ・C… f・’− 3’
　一 ・2・874 ・ 謡謬鞴罕も、。

・

，2，
、。。螺。，． ，。。

一　 ・・856・22…
・22・

　各影響度は，f
（1 → 2）

＝ 　O．13386 …，お よびノ
（1 → 3）

＝ 0．29982 …と計算す る こ とが で きる，さら に ，

こ の こ とは ，図表 3 に お ける第 2 工程 の 期末仕掛品原価合計 412 ，400 円 の うち 33，737 円（＝　CBI　X

f
〔1 → 2）

＝ 252
，034xO ．13386 …

： 第 2 工 程期 末仕掛品原価 の 8．181％）が 第 1工 程期首仕掛品原価

か ら の 影響で あ り，第 3 工 程 の 期末仕掛品原価合計 1，462 ，872 円 の うち 75，564 円 （＝ 　CB1　x

ブ
（1→3）＝　252，034　×　O，29982 …

： 第 3 工 程期末仕掛品原価 の 5．165％ ） が第 1工 程期 首仕掛 品原価

か らの 影響で あ る こ と も表 し て い る．

3．3．2．ケ ース （a）か らケ ース （¢ ）へ 変化 した場合

　図表 2 お よ び 図表 4 にお ける計算結果 よ り，各工 程 の 期首お よび期末仕掛品原価 の 変化額 を

次 の よ うに 計算で き る ．

△CBI ＝ 252 ，034 − 219 ，160 ＝ 32，874

△CB2 ＝ 573，040 − 440 ，800 ＝ 132
，
240

△CE2＝412，400 − 408，000 ＝4♪400

（23）

（24）

（25）

　 △CE3 ＝ 1，SO8，647 − 1
，
453

，
615 ＝ 55，632 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）

　（25）式で 示 され る第 2 工 程期末仕掛品原価 の 差分△CE2に っ い て は ，すで に（21）式 で 検算 した通

りで あ る ．一
方 ，（26）式 に お け る 第 3 工程期末仕掛品原価 の 差分△CE3は ，第 弖工 程期首仕掛品

原 価 の 差分△〔：Bl とそ の 第 3 工 程期末仕掛 品原価 へ の 影響度f〔ユ→3）
と の 積 と，第 2 工程期首仕掛

品原価 の 差分△CB2とそ の 第 3 工 程期末仕掛品原価 へ の 影響度f（2→3）
との 積 と の 和 と し て 計算 さ

れ る．したが っ て ，（23）式 ・
（24）式 と，（26）式 との 関係 を次の 通 りに検算で き る （小数点 以下 も
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表示 して い る） ．

　△C
。、

＝△‘
。、

× ブ
〔1→3）

＋ △‘
。，

× ノ
（2→3〕

　　　一 ・2・874 ・

、藩皇咢ぎ譏 、。
・

、2，、。。鍔。、． ，。。
＋ ・32・24・・

，2，、。。黯 、． ，。。

　　　 ＝55，631．61…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）

　第 2 工 程期首仕掛品原価か らの 第 3 工程期末仕掛品原価 へ の 影響度は，f（2 → 3）＝＝　O．34615…と

計算で き る．さらに，こ の こ とは，図表 4 における第 3 工 程 の 期末仕掛品原価合計 1，509，467

円 の うち 75
，
564 円 （第 3 工 程期末仕掛品原価 の 5．009％ ）が 第 1 工 程期 首仕掛品原価 か らの 影

響で あ り，198，360 円（＝ 　CB2 × ア
〔2 → 3）

＝ 573，040 　×　O．34615 …：第 3 工 程期末仕掛品原価 の 13．148％）

が第 2 工 程期 首仕掛 品原価 か らの 影響 で あ る こ とも表 し て い る．

3．3．3． 数値例の グラ フ化

　本節で は ，（15）式 〜
（17）式 で 提 示 し た各影響度 の 数値例に よ る確認 を行 っ て きた ．さらに ，よ

り
一

般化する た め に ，説明変数で あ る第 1工 程期首仕掛 品お よび第 2 工 程期首仕掛品 の 原 価の

変化 に よ っ て ，被説明変数で ある第 2 工 程期末仕掛 品お よび第 3 工 程 期末仕掛品 の 原価が ど の

よ うに変化す る の か を跡 づ け て み た い ，

　まずケ
ース （a ）の 原 価データ に基づ い て ，（21）式 に よ り， 第 2 工 程期末仕掛 品原価 CE2 に は

第 1工 程期首 仕掛 品原価 CBIの 約 13．386％ が含 まれ るた め ，第 2 工程期末仕掛 品原価に 占め る第

1 工 程期首仕掛品原 価 の 関係 を図表 5 の よ うに 図 示 す る こ と が で き る ，図 表 5 の グ ラ フ で は ，

縦軸が第 2 工 程期末仕掛品原価 へ の 影響額，横軸 が第 1工程 期首仕 掛品原価 の 金額，直線 の 傾

き が 影響度f（1→2）
＝ ・O．13386 …を表 し て い る，つ ま り，第 1工 程期首仕掛品原価額が増加す ると ，

それ に対応 して 第 2 工程期 末仕掛品原価に占め る金額 （影響額） も増加する．

5 ：　 2工
口
　　 に　 め る　 1工 仕 　 粘

　 12，000
第

2

工 10，000
程

期

末
　　8，000
仕

掛

品

原　6・000

価
へ

の 　 4，000

影

響

額　2．000
　

巴
　 　 　 0
　 　 　 　 0

．i．．． ． 齟 r

一一一一．一

尸

一．一一i−一一一一一L」．

△CE2
“n．．−．“．

＼
＝ 0．13386 …

冖−r7閲「一

× △‘
　　「．

10，000　　　　20，000　　　　30，000　　　　40，
000

　第 1工 程期首仕掛品 原価 （円）
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　なお ， 図表 5 の グ ラ フ 上 に は ，（21）式 の 計算結 果 が プ ロ ッ トされ て い る ．

　次に，（22）式に よ り，第 3工 程期末仕掛品原価 Cesには第 1工 程期首仕掛品原価 CB1の 約 29．982％

が 含ま れ る た め，第 3 工 程 期 末仕 掛品原 価に 占め る第 1 工程期首仕掛 品原 価 の 関係 を図表 6 の

よ うに図 示す る こ とが で き る，図表 6 の グ ラ フ で は，縦軸 が第 3 工程 期末仕掛品原価 へ の 影響

額，横軸が 第 1 工程期首仕掛品原価 の 金 額 ， 直線 の 傾 き が 影響度f（1→ 3）
＝ O．29982 …を表 し て い

る．図表 5 の場合 と同様に ，第 1工 程 期首仕掛品原価額が増加す る と，それに 対応 し て 第 3 工

程期末仕掛品原価に 占 め る 金額 （影響額） も増加す る．

図　 6 ：　 3エ 士　品　　に　め る　 1 工
゜

　首仕　Pn

　 12，000
第
3
工 10，000
程

期

末
　　8，000
仕

掛

品

原　6・000

価
へ

の 　4，000
影

響

額　2，000

巴
　 　 　 0
　 　 　 　 0

△CB1

10，000　　 20，000　　 30，000　　 40，000

　第 1工 程期首仕掛品原価 （円）

　なお，図表 6 の グラ フ 上に は，（22）式 の 計算結果が プ ロ ッ トされ て い る．

　ただ し，第 3 工 程期末仕掛品原価 CE3は ，（16）式 お よび（17）式 に示 して い る通 り，第 1工 程期

首仕掛品原価 CBIお よび 第 2 工 程期首仕掛品原価 CB2の 両者か らの 影響 を受 け る．し た が っ て ，

（27）式 に よ り第 3 工 程期末仕掛 品原価 には第 2 工 程期首仕掛品原価 の 約 34．615°／・ が含まれるた

め，図表 6 を 3 変数 （2 説 明変数 ，
1 被説 明変数）に展開す る と，図表 7 の よ うに 3 次元グラ フ

上 に平面 を描 く こ とが で き る．つ ま り，第 1 工 程期首仕掛品原価 の 金 額 （第 1説 明 変数 ） また

は 第 2 工 程期首仕掛品原価 の 金額 （第 2 説明変数）が 増加す る と，それに 対応 し て第 3 工 程期

末仕 掛品原価 に 占める金額 （影響額 ； 被説明変数） も増加す る．

　なお，図表 7 に お ける 3 次元 グラ フ 上 の 平 面 には，（27）式 にお ける計算結果が プ ロ ッ トされ

て い る，
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図　 7 ： 第 3 工 程 　末 仕　品 ．価 に 占め る第 1工 程 および　 2 工 程 の　首仕　品原価

△CE3 ＝ 0．29982 …
　× △CRI 十 〇346 準5

…
　x △CB2

　

　

　

　
0
　

　

　
　

　

　
　

　

　

0
　

　

　
　

　

　
　

　

0

　

　

　

　
0
　

　

　
　

　

　
　

　

　

0
　

　

　
　

　

　
　

　

0

　

　

　

　
0
　

　

　
　

　

　
　

　

　

0
　

　

　
　

　

　
　

　

0

　

　

　

　
0
　

　

　
　

　

　
　

　

　

0
　

　

　
　

　

　
　

　

0

　

　

　

　
5
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

0
　
　

　

　
　

　

　
　　PO

　

　

　

　
1
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

1

第
3
工

程

期
末

仕
掛

品

原

価
へ

の

影

響

額

0

（
円）

第 1 工
期末仕掛品 原価 （円）

　以上，図表 5〜図表 7 によ っ て，ケ
ー

ス （a）の 数値 をべ 一
ス と し た影響度∫

U → j〕
に基 づ い て ，

第 1工程期首仕掛 品お よび第 2 工程期首仕 掛品 の 原価の 変化 が ，どの よ うに 第 2 工 程期末仕掛

品 お よび第 3 工 程 期 末仕掛品 の 原価 の 変化 をもた らすの か を図示 す る こ とが で きた．

4． デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

4．1，モ デル 化 の 意義

　会計の 本来の 役割の 1 っ は，経済的取 引をあ りの まま に写像す る こ とで ある．その意味で も，

経済的取引の 写像 な い し測定 の 方法 をモ デル に よ っ て 記 述する こ との 重 要性 に つ い て は言 うに

及 ばない ．しか しなが ら，モ デル 化それだけで は大きな貢献を もた らす こ とはで きな い ．つ ま

り，モ デル 化 に よ っ て 表 現す る か ら こ そ 得 られ る経営管理 上 の 何 らか の 新 し い 発見や 示唆が不

可欠なの で ある．1960年代頃に お け る OR を取 り入れ た管理会計研 究の よ うに ， 単に モ デ ル を

厳密化 した り精緻化 し た りす る ア プ ロ ーチ は ，当時 の レ リ バ ン ス ・ロ ス ト を招 い た
一

因とも考

え られ る．経営管理上 の 新たなイ ン プ リケ
ー

シ ョ ン が得 られな か っ た か らで ある ．

　こ の よ うな背景 を受 け て ，本稿に お い て FIFO に よる累加 法 をモ デル 化す る意義は，主に次

の 2 点 で あ る．第 1 の 点は ，
モ デル 化 に よ り，先行研 究 で は明 らか に され て い なか っ た 影響度

fU
→J〕

の 概念を顕在化 させ た こ とで あ る．

　番場 （1963） も累加 法 の 計算結果 を支持 し て い る もの の
6
，FIFO の 下 で は 前工 程 の 期首仕掛
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品原価が 後工 程 の 期末仕掛品原価に影響を及 ぼす 旨の 指摘 をす るに留 ま っ てお り，そ の 影響の

大 きさ （度合 い ）f（」→ 」）
に っ い て は明 らかに して い なか っ た 7．分析 モ デ ル を設計する こ とによ

っ て は じ め て ， 影響度ノ
（ノ→ ノ）

を顕在化 させ る こ と が で き，なぜ ，い か な る状況 の 下 で ，どの 程度 ，

そ の よ うな影響が生 じる の か を検証 で きるよ うになっ た，

　なお，吉川 （1984）は，実態調 査 を行 っ た上 で 「シ ス テ ム 設計 に際 し，実際原価 の 計算過程

の 定量化 を試み る ］　（p．67） と し て ，工 程別計算 の 分析 モ デ ル を提示 し て い る ．吉川 （1984）

は，こ の モ デ ル 化 を 「計 量的体 系化 」 と述べ て い る．そ の意味で ，計算構造 の モ デ ル 化に は ，

実 務にお け るシ ス テ ム 設 計 を助 長す る効果 もある．ただ し、吉川 （1984） の モ デ ル は予定 また

は 標準原価 に よ る 原価計算 シ ス テ ム の 設計 を企図 して 非累加 法 を取 り上 げて い る た め ，番場

（1959） と同様 に影響度 fσ”J）
に 関す る言及は 見当た らな い ．

　第 2 の 点は，モ デル 化 に よ っ て ， どの 説明変数 （独立変数）が ど の 程度の 影響 を与 え る の か

を演繹的 に明 らか に した こ とで あ る．本稿で は ， 前工程 の 期首仕掛品原価 を説明変数 と し，後

工 程の 期末仕掛品原価 を被説明変数 （従属変数） と し た モ デ ル を設計 した ．こ れ によ っ て ，過

去 の 原価計算期間にお ける実績か ら算出された第 1 工程お よび第 2 工 程 の 期首 仕掛 品原価 が ，

当期 の 第 2 工 程お よび第 3 工 程 の 期末 仕掛品 に どの 程度 の 影響 を及 ぼす の か とい う感度分析が

可 能に な る，こ れ は ， 現場 の 原価 管理活 動 にお い て優先的に注力す るべ き方向性を提示す るの

に も役立 っ ．

4．2．経営管理上 の イ ン プ リケー シ ョ ン

　原価管理活 動や 経営意思決定を ミ ス リ
ー

ドする可能性に つ い て ，い くつ か 例示 し て み よ う，

4．2．1．現場感覚との 乖離

　 まず，FIFO に よる累加法を用 い る と，期末仕掛品評価 の 問題 を引き起 こす可能性 が高ま る．

例えば，リ
ー

ドタイ ム 短縮や在庫削減 が全社方針で 掲げられお り，製造 工 程の 下流にお け る工

程管理 者が 日 々 の 原価管理 活動 に よっ て リ
ー

ドタイ ム を短 縮 し て 期末 仕掛品 数量を圧 縮 し よ う

と した場合で も， FIFO に よる累加法 を採用 して い ると，自らの 管理 が及ぶ 外 の 要因 （前工程費

の 単位原 価 の 変動など）で 期末仕掛品原価が増減 し て し ま うこ とに な る．なぜ な ら，修正 FIFO

に よ る と，例えば 第 3 工 程で 加 工 に 着手す る べ き ロ ッ トの 順番が守 られ る こ とな く ， 第 2 工 程

期 首仕掛完成分 、第 1 工 程期 首仕掛完成分 ，お よ び 第 正 工 程当期着手完成分が平均化 され て し

ま うか らで ある．そ の 結果 と して ，製造 の 現場 に お け る 物 量等 の 感覚 と期末仕掛品原価 と の 間

に乖離が生 じうる．この よ うに モ ノ の 流れ （計算の仮定） と計算構造 とが一貫 しなければ，製

造 の 現場 にお い て適切 な物量管理 を行い 得ない ．こ の よ うな現場感覚 との 乖離は，現揚の 努力

が財務的な成果 へ と結び っ か な い こ とに な り，正 当な評 価 がな され な い こ とにな る．結果 とし

て ， 原価計算 シ ス テ ム へ の 信頼性 も揺 らぐ こ とになる
S．

　各現場担 当者 の 物量感 覚 との 間に乖離を生 じせ しめ る
一

因 で あ る影響度fU
→ 7〕

を測 定す る こ

と が で きれ ば，そ の よ うな乖離を 小 さ くで きる 可 能性があ る ．

4。2．2．工程管理者間で の 情報共有

　例 えば第 1 工 程 の キ ャ パ シ テ ィ が後 工 程 の キ ャ パ シ テ ィ を上 回 っ て い る場合，第 1 工 程 にお

い て フ ル キ ャ パ シ テ ィ で 稼働 した 結果，原価計算期末に は 後工二程 に お い て 大 量 の 仕掛品在庫 を

抱えて しま うこ と等が あり得 る．また，例 えば，安価な原材料を使用 した ら第 2 工程や第 3 工

程 に お け る 加 工 時間 が 大幅に延 長 され て し ま っ た り，第 1 工 程 の 加 工 作業に怠慢が あ っ た た め
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後工 程の加工 時間が作業標準よ り大 幅に超過 し て し ま っ た り し た結果 ，期 末に後 工程で 大量 の

仕掛 品在庫 を抱 え て しま うこ とが あ り得る ，こ の よ うに，第 1 工 程に お け る製造 キ ャ パ シ テ ィ

や製造活 動 の 能 率の 良否 な ど も，第 2 工 程 に お け る期末仕掛品 の 原価や 数量 に影 響を及 ぼす こ

と に な り得る ．さ らに ，通常 ，自工 程完成品 を後工 程に 引き渡す際 に も ， 累加法の 下 では 工程

間振 替原価 は 前 工 程 費 と加 工 費 と が 合算 さ れ て 単
一

の 単 位 原 価 とし て 計算 され る か ら

（Horngren　1967），前工 程費の 変動は当該 工程管理者に とっ て重要な意味を有 して い る．とく

に ， 製造 工 程 間 で の 緊密 な連絡を取 る こ とが困難な場合や，各工 程の 独 立性 が 高 い 場合には，

本稿で 取 り上 げた よ うな問題 が顕在化す る こ とになるだ ろ う．

　しか し，そ の よ うな場合に こ そ ，会計情報 と し て の 影響 度f（i→」）
の 概念 を積 極的に利 用す る こ

とが望まれ る．例 えば，前工 程 と後工 程の 管理者 間 で ， 前工 程期首仕掛品原価か らの 後工 程期

末仕掛品原価 に対す る影 響度f（」→j）
に関する情報が 可視化 され共 有 され て い れば，前工 程の 工 程

管理者は，後工 程の 生産状況に注意 を払 い な が ら期末仕掛品数量 を圧縮 で き るよ うに 意識する

こ ともで きる
9．さ らに ，後 工 程 の 工 程 管理 者は ，前工程 の 工 程管理者 に対 して 積極的に 関与 し

て 自らの 部門業績の 改善を試 み る こ とが で きる か もし れ な い ．

　また，販売計画 の 精緻化 に よ っ て ，市場情報を適時に 生産計画 に反映 させ る こ とも重要で あ

る．それ が 困難な場 合に は ，結果 と し て 仕掛 中 の 在庫 が 製造工 程内 に多 く滞 留す る こ とにな り，

問題が拡大する 可能性 が 高 まる．

4．2．3．製造 リー ドタイム との 関係

　影響度fσ→ の
の 計算式 よ り，本稿で 提示 した問題 は，前工 程 に お ける期首仕掛品原価の 金額が

大 き い ほ ど ， そ して後 工 程にお ける期末在庫量が 多い ほ ど ， よ り拡大する 傾向が明 らか にな っ

た ．そ の 意味で は ，仕掛期間 （製造 リ
ー

ドタイ ム ）が長期に及ぶ よ うな製品 を扱 う場 合や，相

対的に 製造 リー ドタイ ム の 長 い 製造企業や業種 ・業界で は ，原価計 算期末に は 仕掛品在庫を大

量 に抱 え る こ とにな り，こ の よ うな評価の 問題 がよ り大 き くな る可能性が ある．ま た，例えば ，

部品 の 製造工場 （第 1工 程）が 中国に あ り， 目本国内 に 当該部品 の 組 立 工 場 （第 2 工 程）が あ

る等，各製造工 程 を受け もっ 事業 所が物 理的に離れ て所在 し て い る よ うな場合 には，必然的に

製造 リ
ー

ドタイ ム が長期化す る傾 向 に あ る．そ の 他 に も，原価計算期間を 日次 ベ ー
ス や週次べ

一
ス に設定する場合には ，相対的に 期首な い し期 末 の 仕掛品数量が多くな る可 能性 があ る

！°．

　一
般に，電気機器産業等で は ， 棚卸 資産回転期 間 の 長 い 企 業 ほ ど業績が芳 し くな い こ とが多

い ．また，例えば，あ るプ リン ト配線基板製造企 業で は，製品設計，段取 内層フ t 一
ト， 内

層 エ
ッ ジ ン グ ， 内層中間検 査 J 積層 ・粗化処理 ，プラ ン タ加工 ，穴 あけ加 工，メ ッ キ加工 ，外

層 フ ォ
ー

ト，外層 エ ッ ジ ン グ，外層中間検査，フ ォ トレ ジ ス ト印刷 ， 文字 印刷 ，外形加工 ，表

面処 理 ，布 線検査 （電気 検査） ， 完 成検査 （外観 ・出荷検査），梱包出荷 とい う 19 工 程 を経 て

製 品 を製造 して い る．毎月約 4，000〜5，000 ロ ッ トほ ど の 注 文を受け ， 通常 の 製造 リー ド タ イ ム

は 約 2 週 間 で あ る とい う．い ずれ の 産 業に お い て も，前 工 程 にお け る 期首仕掛品原価 か らの 影

響度fU
→η

に 関す る情報 を前 工程 お よび 後工 程の 工 程管理 者間 で 共有する こ と に よ っ て ， リ
ー

ド

タ イ ム 短縮や在 庫削減 とい っ た全社的な方針 を企業内 に浸透 させ る こ とが で きるか もしれな い ．

4．3． FIFO に よる累加法の 限界

　本稿に お け る リサ
ー

チ ク エ ス チ ョ ン の 1 つ は ，先行研究で も望 ま しい 方法 とされ る累加 法 （な

い し 改 正 非 累加 法）に FIFO を適用 し た場合に は ，計算構 造上 ，ど の よ うな特性 を有 して い る
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の か とい うこ とで あ っ た ．とくに，そ の 過程で 算出され た影響度プ
U→ J）

の 概念 を積極的 に利用 す

る試 案を示 して い るが ， そ の 経営管理 上 の 有用性 に つ い て は 疑義が生 じな い わ けでは な い ．

　そ もそ も，前工 程 の 期 首仕掛品原価が後工 程の 期末仕掛品原価 に影響を及 ぼす構造になっ て

い る とい う特性は ，累加 法 の 下 で 修正 FIFO を利用 する こ とに起因 し て い る ．一
般に ，総合原

価計算を実施す る際に利用 され る FIFO は，修正 FIFO と呼ばれ，期首仕掛品完成分の 原価 と当

期 着手完成分 の 原 価 とを平均化する方法で あ る
H ，それ に 対 して ，純粋 FIFO は ， 期 首仕掛品完

成分の 原価 と当期着手完成分 の 原価 とを別 々 に把握 し維持する方 法 で あ る，本稿で 提示 した問

題 は，修正 FIFO で は な く ，純粋 FIFO に よ る 累加法 を用 い る こ と に よ っ て 回避可能で あ る ．

　 しか しなが ら ，純粋 FIFO を適用す るにあた っ て も多くの 問題点が存在す る．まず Neuner（1957 ，

pp．438・468 ）で は，純粋 FIFO は ，おそ らく最 も正確な方法 で あ るが ，後工 程 にお い て （1）生産数

量を増加 させ る よ うな追加 材料が な い ， （2）仕損 の よ うな生 産数 量 を減少 させ る事象が 生 じな い

と い う状況 下 の み で ，実用的で ある と指摘されて い る、し か も，工 程数が増加 す る と計 算の 煩

雑 さも倍増す るに もかか わ らず ， 原価管理活 動 へ の 役立 ちは限定的で ある．また ，
Horngren （1967）

に よる と，FIFO は，不必要に煩雑で ，実務で の 利用度が低 く，理 論的な欠 陥を有 して い る とい

う．さらに ， 各工 程がそ れぞれ 区分 された 1 っ の 管理単位で ある と考 える と工程完成 品 の 振替

価格は単
一

の 値が 望ま しい こ と （修正 FIFO が望 ま しい ），煩雑す ぎる こ と，か つ ，　 FIFO と平

均法 との違い が管理困難な価格要素に見出され るが ， 見積価格 ，
正 常価格，ない し標準価格を

用 い る と，そ の 差 がな くな っ て しま うこ とが挙げ られ て い る．

　 こ れ らの 問題 を回避 す るには，予定または標準原価 シ ス テ ム へ 移行す る よ り他 には な い ．た

だ し
，

工 程 間 の振替や取引 を 予 定価格 （また は標準原価）等 に よ っ て 仕 切 っ て しま うこ とも，

新た に様 々 な弊害を生み だす可能性がある，こ の 点は稿 を改め て検討す る こ ととした い ，

5． まとめと今後の 展開

　通 常，工 程別計算を採用 し て い る企業 は，少な くとも原価管理 や意思 決 定に有用な原価情報

が得 られ る こ とを期待 して い る．しか し，FIFO に よる累加法を適用す る場合 ，後工程 の期末仕

掛品在庫量 が多い 企業で は ， そ の 評価 の 問題 を引 き起 こす可能性や，現揚の原価管理活動や意

思決定を ミス リ
ー

ドす る可能性が ある ．なぜ な ら，工程別 計算 におけ る FIFO は，期 首仕掛品

か ら先に完成する こ とを仮定 した計算方法で あ るにも か か わ らず ， 前工 程 の期首仕掛品原価が

後 工 程 の 期末仕掛品原価 に影響を及ぼす計算構造 に な っ て い るた めで あ る．

　本稿で は ，FIFO に よる累加法 の 計算構造を モ デ ル 化す る こ とによ り， 前工 程 の 期首仕掛品原

価が後工 程 の 期末仕掛品原価 の 計算に及ぼす影響度fU
→ P

の 概念 を提案 した ．と くに ， 後 工 程 に

お け る期末仕掛品数量が相対的に 多い 場合に ， 影響度fU
→ J）

の 数値が 大 き くな る の で
，
　 FIFO に

よ る累加法の 計算構造上 の 問題が 顕在化す る こ とを明 らか に して い る．そ の 上 で ，各現場担 当

者 の 物 量感 覚 との 間 に乖離 が生 じ る
一

因 で あ る影響度プ
O’⇒J）

を測定 し ， 各 工 程の 管理者間で情報

共有す る こ とで FIFO に よ る累加 法の 問題を回避で き る可能性 を示唆 した ．

　し か し，影 響度fU
→ J）

の 概念に は ，まだ多くの 検討の 余 地が残 され て い る ．本 モ デ ル に 登場す

る各原価要素 （資源） の 額は，い ずれ も原価要素の 価格要因 と数量要因 との 積に よ っ て 計算 さ

れ る．そ の よ うな原価要素別 の 価格要 因 と数量要因 は ，前述 の 影響度プ
σ→ D

を左 右する説明変数

（独立変数 ） に設 定す る こ とがで きる．また，仕 損 ・減損が 発生 する場合 を想定 して ，よ り多

工 程 の モ デル ない し多期間モ デル へ 発展 させ て ，原価管理活動に 資する新たな イ ン プ リケ
ー

シ
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ヨ ン を引 き出す こ とも可能であ る，そ の 上 で ，シ ミュ レーシ ョ ン 等に よ っ て ，さらなる詳 細な

影響度合い の 検証 が 必要 で あ る．た だ し，本稿で 提示 した 問題 は どの よ うな業種 ・企業にお い

て 顕在化す る可能性が 高い の だ ろ うか ，そ し て ，そ の よ うな問題 が生 じて い る企業では原価計

算 の シ ス テ ム 設計上 どの よ うな 工 夫を し て い る の だ ろ うか と い っ た 疑 問 も新 た に 生 じ て く る ．

こ れ らを確認 しつ つ 研 究 を進 め るた めには，実際に 工程別計算を実施 し て い る企 業に対 して ，

定性 的お よび定量 的な実態調 査を行 うこ とも重要で ある．

　 こ れらの 点を今後の 課題 と し，本稿 の むすび と した い ．
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　本稿は，科 学研究 費 【基盤 研 究 （C）課 題番 号 25380622 】，お よび科学研 究費 【基盤 研究 （C）

課題番号 26380612 】の 助成 を受 け て進 め られ た 研 究成果 の
一

部で あ る ．

注

1 本稿に お い て 単に 「非累加 法」 とい うときには，「通 常の 非累加法」 を指 し て い る ．
2 先行研究で は ，累加 法 の 計算結 果 が 支持 され つ っ も，非累加 法に は 多く の 効用 が ある旨が指

摘 され て い る ，例えば ， 番場 （1959） は ，
「通 常の 累加法 で は 製品原 価 の 計 算をな し得 な い 場

合が あ る とい っ た の は ，加 工 費に っ い て 工 程別 の 等価係数 を定 め て 等価係数 計算を行 う場合で

あ る，工 程別 に 等価係 数 を定 め る場合に は，累加法は適用不 可能で あ る 」等 の 指摘 を して い る．
3

日本大学 商学部会計学研 究所編 （1996，　p．148）を参照の こ と．そ の他に も，例 えば清水他 （2011）
で は ， 回答企 業 の 383 ％ が 累加法 を採用 し て い る とい う結果が示 され て い る．
4

本稿 の モ デ ル は，必 ず し もそ の ま ま 実際 の 製造 工程に 適 用 す る た め の モ デル で は な く，FIFO

に よる累加法 の 特 性 を明 らか にす るた め の モ デ ル で あ る．そ の た め ，本稿 の モ デ ル を現実 に 即

して ど の よ うに利用す る の か とい っ た議論は ， 本稿 の 目的 と は 異 な っ て い る た め ，別稿に 譲 る

こ と とす る．
s 清水 （2014）に よれ ば ，「自動車 の 組立 メ

ーカ ーや家電メ ーカーで は，組 立 工程が長 くな り，

完全 にす べ て の 仕掛品 の 作業 を終 える こ とにす ると，工 程の始点付近 で は作業がな くなる し，

翌 日の 作業開始時に は 工 程 の 終 点付近 で の 作業が な い こ と に な る ．こ れ は 明 らかに無駄 で あ る

た め，こ の よ うなケ
ー

ス で は ，工 程 の あ ち こ ちに仕掛品が残 っ て い る とい う形 にな る．こ の タ

イ プの 仕掛品 の 残 り方 をす る企 業 は 75．2％ で あ っ た 」　（p．124） と指摘 され て い る ．ただ し、通

常，原価計算上 の 各工程 内 には ， 多数 の 生産技術上 の 工 程 （作業区分な い し作業 中 心 点） が 存

在する ．近年 の 製造企 業にお け る 原価計算上 の 工 程 な い し製造部 門 の 設 定方法や，各工 程に お

け る期末仕掛品の 状況 に つ い て は ，
よ り詳細な実態調査が必 要 で あ ろ う．

6 番場 （1959） は ， FIFO に よる累加法が正確 な計算方法 で あ る こ とを前提 と し，改訂非累加 法

を用 い る べ き旨 を示 し て い る．し か し，通常 の 非累加 法 との 間 の 誤差が 著 し く生 じ な い よ うな

状況下 で あれ ば，工 程 数 の 増加に 伴 っ て 増加す る煩雑 さか ら ， 改訂非累加法 よ りも通 常の 非累

加法を用 い るべ きで ある と し て い る．
7 さらに ，Newlove （1958）は ，仕損が発生す る こ とが累加法 と非累加 法 との 間に計算結果 の 相

違 が生 じる主 な原 因 で ある こ と も明 らか に し て い る （p．18（5））．また ，
Newlove （1958）や番

場 （1959）は，数値例 を用い て ， 平均 法よ りも FIFO を適 用 し た場合 の 方が累加 法 と非累加 法

との 間 の 計算差額も小 さくな る こ とを示 して い る ．
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8 廣本 （2008）は ，　 「原価情報の信頼性を確保する た め に ，原価計 算担 当者は ，製造 工 程を熟

知 し，製造 工 程 に お け る原価発 生 の 因 果関係 を 正 し く反映 した原価計 算シ ス テ ム を構築 し な け

れば な らな い 」　（p．59） と指摘 して い る．
9Simons

（2005） の イ ン タラ クテ ィ ブ ・ネ ッ トワ
ー

ク を参 照 され た い （p，122）．
lo 総合原価計算にお ける FIFO は ，期 中完成品数量 が期 首仕掛品数量以 上 であ る （Qa ≧ Q，

）

とい う状況 を暗 黙の 前提 と して い る．こ の 点に つ い ては，い ずれ の 先行研 究にお い て も言 及 さ

れ て い な い よ うで あ る．
11

例 えば ， Homgren （1972，
　 pp．603−604）は ， 修正 FIFO の こ とを

“departmental　FIFO”とも表現

して い る．
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